
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安原地区人権啓発推進協議会 ・ 安原地区まちづくり協議会文化部会 主催 

申込不要 
参加費無料 

木下尚江はあの激動の時代を 

普通選挙法制定１００年 特別企画 

旭町

安原地区公民館・

福祉ひろば

 

 

国道

143号線

県看護協会

西駐車場

信州大学付属病院

場所  安原地区公民館 大会議室 

講師  桜井 政男 先生（今井公民館 文化委員） 

会場はこちら 

（駐車場が狭いため、お車でのお越しはなるべくご遠慮ください） 

松本天白町にて生まれた木下尚江（１８６９～１９３７年）。彼は法律事務所を開

設し新聞記者としても活躍しつつ、普通選挙運動にも参加します。多くの人々と関

わりを持ち、やがて社会の問題点や人の内面を描いた数々の小説を刊行します

が、彼自身も様々な葛藤や悩みを抱えていました。 

明治、大正、そして昭和前期という激動の時代。尚江は何を考え、どのように生

きたのでしょう？ 安原地区出身の偉人の人生を探ります。 

 

松本市歴史の里移築前の尚江の生家 

日時  １０月２５日（土） 午後２時～３時３０分 

安原地区公民館（℡39-0701） 

【お問い合わせ先】 

どう生きたか？ 


